
［講　　師］

［講演要旨］

佐々木 閑 花園大学文学部教授
1956年福井県生まれ。京都大学工学部工業化学科および文学部哲学科卒業。京都大学大学院文学研究科博士課程満期退学後，
米国カリフォルニア大学バークレー校留学を経て現職。文学博士。専門はインド仏教学，仏教哲学，仏教僧団史。日本印度学仏教
学会賞，鈴木学術財団特別賞受賞。著書に『インド仏教変移論』『科学するブッダ　犀の角たち』『日々是修行』『生物学者と仏教学
者　七つの対論』（斎藤成也氏との共著）『仏教は宇宙をどう見たか』『真理の探究　ー仏教と宇宙物理学の対話ー』（大栗博司氏と
の共著）『ごまかさない仏教：仏・法・僧から問い直す』（宮崎哲弥氏との共著）『ネットカルマ』『大乗仏教　ブッダの教えはどこに向
かうのか』。翻訳に鈴木大拙著『大乗仏教概論』（岩波文庫）等。

鈴木大拙の仏教理解は、華厳経などの大乗経典の世界観に、独自の「霊性」という概念を導入することで成り立っている。
この大拙の主張は、禅や浄土思想など多数の仏教を包括する汎用性を持っているため、さまざまな領域の人たちから承
認され愛好されている。ただしそれは、「諸法無我」を説く釈迦の教えとだけは融和しない。霊性というある種の神秘的実
在を想定する大拙の考えと、一切の不変実体を想定しない釈迦の思想とを比較した時、大拙の考えの特性と、その限界が
見えてくる。今回は、釈迦の仏教を比較の物差しとすることで、大拙の主張の意味とその特性について語ります。

［参考図書］
　　　　　ご講演の内容の理解を促進するために次の図書が有益です。
・鈴木大拙著・佐々木閑訳『大乗仏教概論』（岩波文庫,2004）
・佐々木閑「鈴木大拙　禅を世界に広めた国際人」，筒井清忠編『昭和史講義【戦前文化人編】』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ちくま新書,2019）pp. 51-67.

仏教の核心に「霊性の自覚」を見出した
「鈴木大拙」の思索。その世界性。

思想・文学

〒619-0225　京都府木津川市木津川台9丁目3番地

2020年12月1日（火）  18：00～20：00

2020年11月30日（月）

国際高等研究所コミュニティホール

2,000円（お釣りのないようご協力ください）
ホームページからお申し込み下さい
https://www.iias.or.jp/communication/goethe

25名（先着順・定員になり次第締切）

第    84    回

ゲーテの会事務局
Tel : 0774-73-4000 　e-mail : goethe0828@iias.or.jp
主催：公益財団法人国際高等研究所

ゲーテの会
満月の夜開くけいはんな哲学カフェ

日　時

会　場

参加費 定　員

締　切申し込み

「ゲーテの会」開催にあたり…
・当面は飲食のご提供を控えさせていただきます
・講師および参加者同士の懇談、交流をお控えいただきますようお願いいたします
・申込時に氏名と連絡先のご提供をお願いいたします
・周辺地域での感染拡大の可能性が報告された場合は開催を中止する場合がありますので   
　ご了承ください

お問い合わせ

感染症防止
対策

実施のため
、

昨年度とは
内容を変更

して開催し
ております

日本と世界の歴史の転換点で、転轍機
を動かした「先覚者」の事跡をたどる

「新しい文明」の萌芽を探る



国際高等研究所へ来所いただく方へ

当研究所では新型コロナウイルス感染防止のため、感染予防対策を実施したうえで
本イベントを開催いたします。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

なお、詳細につきましては、下記ＵＲＬに掲載の「国際高等研究所交流事業感染拡大
予防ガイドライン」をご覧ください

http://www.iias.or.jp/about/disclosure QRコードの読み取りは
こちらから→

お問い合わせ

ゲーテの会事務局 Ｔｅｌ. ０７７４－７３－４０００

Ｅ－Ｍａｉｌ：ｇｏｅｔｈｅ0828@iias.or.jp

主催：公益財団法人国際高等研究所

お知らせとお願い

• 入口で検温を実施いたします。37.5度以上の発熱者は入場をご遠慮いただきます
• 咳・咽頭痛などの症状がある方は参加をご遠慮いただきます
• 人と人との距離を確保いただきます
• 咳エチケットをお守りください
• ご歓談は出来る限りお控えください
• マスクの着用をお願いいたします
• 石鹸による手洗い、手指の消毒にご協力ください
• 高齢者および持病のある方は、ご自身の体調を十分考慮のうえご参加ください

当日のプログラム

17：30～ 受付
18：00～19：00 講師による講演
19：00～19：15 休憩
19：15～20：00 質疑応答

けいはんな哲学カフェ「ゲーテの会」とは

けいはんな学研都市の建設理念は、「従来の近代科学
技術文明を乗り越え、新たな地球文明を創造するため
に、⻄欧が⽣み出した文明の成果と自らに固有の東洋
的文化を統合する」ことにあります。
研究所の庭園にあるゲーテの胸像はその理念のシンボ
ルです。満月の夜は国際高等研究所で、人類の未来と
幸福、そしてけいはんな学研都市について考えてみま
せんか。

http://www.iias.or.jp/about/disclosure
mailto:0828@iias.or.jp

